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（１）８月活動日誌 

日付 曜日 日誌 

8 月 3 日 月 県連・くらし部会 

8 月 4 日 火 県田園風景百選選定委員会、県連・職域部会 

8 月 5 日 水 社会貢献セミナー 

8 月 6 日 木 茨城県連協議 

8 月 11 日 火 県連・内部統制学習会・定例理事会 

8 月 18 日 火 県防災訓練・全体会議 

8 月 19 日 水 福祉センター・理事会、労福協・幹事会、県内大学生協経営検討会 

8 月 20 日 木 県田園風景百選幹事会、県連・福祉世話人会 

8 月 21 日 金 食の安全ネットワーク・世話人会 

8 月 24 日 月 県食育推進連絡会 

8 月 25 日 火 消費者ネットワーク・全体会、宇都宮市食育フェア説明会 

8 月 27 日 木 行政・生協関係者連絡会 

8 月 28 日 金 宇都宮市・食育フェア説明会、ふれあいコープ平松本町事業所内覧会 

8 月 30 日 日 県防災訓練（衆院選投票日で１０月に延期） 

 

（２）部会・委員会活動 
３日くらし部会は、９月７日に予定しているＪＡ栃木女性会との「食と農をつなげる

会」の内容について、生協側の対応案をまとめ、また、１０月の宇都宮市食育フェア、

１２月のエコテックについての出展内容の検討、総代会とその後の取り組みなど交流し

た。５日職域部会では、栃木県学校生協の取り組みと見学含め、学校生協で開催された。

学校生協６０周年の関連での強化月間と、内部の取り組みとしてクリーンデスクや整理

整頓などの実際の事務所を見学させていただいた。参加生協の０９年度事業状況は、大

変厳しいものがあった。 
 
（３）会員の取り組み及び会員との取り組み 

    １８日県内大学生協との経営検討会を開催した。０９年度も大学生協は、既に半期を

終えたこともあり、状況交流と今後の課題など意見交換した。 
２８日社会福祉法人ふれあいコープの新たな事業所として、平松本町事業所（デイ 

   サービス、ケアプラン、訪問介護）の内覧会が開催された。とちぎコープの元ミニコー 
プ平松本町店を、改装オープンされ相互の連携の中で具体化された。 

 
（４）茨城県生協連等との協議 

    茨城県生協連の会員生協で、栃木県の一部市町にエリア拡大されたいとの意向があり 

   両県連と関係生協で、６日協議を行った。 
 



（５）生協における内部統制学習会 

    栃木県連の臨時拡大役員研修会として、「生協における内部統制学修会」を開催した。 
   講師は、日生協会員支援本部の法規対策・内部統制室の小嶋さんと松本さんにお願い 
   した。 
    改正生協法の施行に伴い、ガバナンス強化の課題と内部統制はマネジメントの課題と 
   して位置付けていくことが提案された。０９年度中に理事会での方針確認とスタート、 

１０年総代会での報告といった目安のスケジュールも提案された。 
    まず、自生協の到達点と課題の整理が必要で、それらの事前の作業に取り組む上での、 

機関での意思確認など準備すべき課題を検討していく必要が指摘された。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
（６）食の安全の取り組み 

   ２１日食の安全ネットワークの世話人会では、２００９年度「食の安全シンポジウム」

を１２月７日午後に開催することを確認し、その内容について意見交換した。基調講演

は、食品安全委員会の方に要請し、その後実践報告を受け、意見交換を行うこととした。 
 １１月１１日には、栃木県の「食品安全フォーラム」が予定されている。また、宇都

宮市では、食品危害防止のメルマガの発信が始まり、登録の呼びかけが行われている。 
 
（７）消費者課題の取り組み 

    ２５日消費者ネットワークの全体会で、地方消費者行政充実に向けた対応について意 

見交換を行った。平成２０年度１次補正予算での活性化計画と、２次補正での追加の計 

画など、県内でどのように進行しているのか、１４日の消費者ネットワーと県との意見 

交換会で、ポイントを整理し意見交換することとした。 

 
（８）行政・生協連絡会 

    ８月２７日関東甲信越エリアの生協所管行政（都県と厚生局）と、中央地連エリアの 
都県連との平成２１年度の連絡会が、さいたま新都心の合同庁舎で行われた。改正生協 
法を受けて、地域購買生協の県域拡大の問題、厚生労働省本省の地域福祉推進について、 
消費者行政施策の取り組みと生協連からの報告がそれぞれ行われた。 
県域拡大では、中央地連エリアで既に５生協の県域拡大が準備・予定されている。 

消費者行政の問題では、消費者庁・消費者委員会設立準備室の川口参事官から、９月１ 
日の発足に向けた準備内容が報告された。 

 
 
 

 



（９）行政・他団体との連携 

    栃木県の田園風景百選選定委員会が開催され、竹内会長が委員として参加された。 
栃木県内の田園風景の優れた所を四季別に公募で百ヶ所選び、その景観を維持継続でき 
る取り組みとも位置づけられている。県連としてもその趣旨に賛同し、理事会の確認を

得て協賛することとした。 
栃木県と那須塩原市共催の総合防災訓練は、８月３０日に予定されていたが衆院選挙

の投票日と重なり、１０月１１日（日）に延期された。 
 
（１０）９～１２月の課題 

   １．第３～４四半期の取り組みの準備と推進（１２月役員研修会で、賀川豊彦献身１０

０年を記念して、学習会を予定） 
   ２．９～１２月部会活動の推進 
   ３．９～１２月ネットワーク活動 

（９月７日食と農をつなげる会の成功、食の安全、消費者課題、）の推進 
   ４．県の補助事業（消費者被害防止チラシの作製と組合員への配布）協力の実施 

５．県連としての対外広報誌の発行準備 
   ６．県連４０周年記念講演会の成功 
   ７．県連４０周年記念誌の準備 
   ８．行政他団体との連携推進 

（宇都宮市食育フェア、栃木県・那須塩原市防災訓練、エコテック） 
   ９．県連第４次中計委員会の準備と作成 
   １０．６県連研修への参加及び神奈川県連研修の受け入れ 
 
 


